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10
OCT.

月

【
10
月
】

₁₁
　
月
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

₁₃
　
水
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

₂₀
　
水
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

₂₉
　
金
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

11
NOV.

月

【
11
月
】

₁₈
　
木
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

₂₄
　
水
　
議
会
運
営
委
員
会

12
DEC.

月

【
12
月
】

10
　
金
　
定
例
会
（
〜
₁₇
日
）

₁₇
　
金
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

人
事
案
件

12月定例会概要

人
口
増
に
対
応
し
た
住
民
施
策
が
焦
点

第
５
次
総
合
計
画 

議
決

Ｑ
：
施
策
展
開
の
重
点
課
題
は

Ａ
：
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す
。

　
　

人
口
増
に
環
境
整
備
が
追
い
付
い

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
を

補
完
し
た
い
。

Ｑ
：
課
題
解
決
の
た
め
、
ど
う
具
体
的

な
案
を
持
ち
議
会
と
協
議
す
る
の
か
︒

Ａ
：
議
会
と
協
議
の
場
を
設
け
た
い
。

Ｑ
：
人
口
増
に
福
祉
施
策
が
対
応
で
き

て
い
な
い
︒
総
合
計
画
を
個
別
施
策

に
反
映
す
る
よ
う
指
示
を
︒

Ａ
：
担
当
部
局
に
指
示
し
て
い
る
。

行
政
不
服
等
審
査
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
　

栗
坂　

祐
子　

氏

　
　
　
　
　

大
本　
　

崇　

氏

　
　
　
　
　

日
笠　
　

淸　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
意

早
島
町
選
挙
管
理
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　

平
松　

謙
一　

氏

　
　
　
　
　

三
宅　

正
明　

氏

　
　
　
　
　

佐
藤　
　

茂　

氏

　
　
　
　
　

國
富　

勝
彦　

氏

︵
補
充
員
︶

　

第
一
位　

林　
　

哲
也　

氏

　

第
二
位　

岡
本　

善
弘　

氏

　

第
三
位　

大
崎　

広
人　

氏

　

第
四
位　

木
曽　
　

稔　

氏

『
総
合
計
画
』に
対
す
る

主
な
質
疑

令
和
３
年
₁₀
月
～
₁₂
月

　

  

議
会
活
動
一
覧

※
右
記
活
動
は
抜
粋
で
す
。
こ
れ
以
外
に
も
議
員
各
自
で
勉

強
会
や
研
修
会
へ
の
参
加
、議
員
報
告
会
等
が
あ
り
ま
す
。

12,391 12,292
12,127

11,918
11,702

11,525
11,340

11,130
10,879

国調
12,154 推計

12,035 11,845
11,602

11,347
11,101

10,881
10,648

10,380
10,063

9,716

推計
12,369

12,414

13,009

13,613

13,620 13,630 13,642 13,625 13,598 13,555

12,559 12,977
13,314

13,654 13,655 13,670 13,649 13,594 13,502 13,370

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

平成27 令和2 2025年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

社人研(平成25年推計)準拠
社人研(平成30年推計)準拠
早島町人口ビジョン(平成28年)
今回の町独自推計

3

,314,314,314

27

0

【推計における設定条件】

(人)

2030年

①2020～2025年の人口増はマンション・宅地開発によるものを含む。
②2025～2035年は新定住促進地区で200世帯600人の人口増を見込む。
③2035年以降に社会移動が均衡。
④2035年までに合計特殊出生率2.0を達成してそのまま維持。

2031年度末時点

(2015)年 (2020)年

図表22   定住促進と出生率の改善を反映した中長期的な人口の見通し（人）（第5次総合計画基本構想より）

 

12
月
定
例
議
会
で
は
、
今
後
早
島
町
の
10
年
の
大
き
な
指
針
と
な
る
第
５
次
総

合
計
画
「
基
本
構
想
」
及
び
構
想
に
基
づ
く
５
年
間
の
分
野
別
の
計
画
と
な
る
「
基

本
計
画
」
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
は
現
在
増
加
す
る
町
人
口
に
対
し
、
ひ
っ
迫
す
る
住
民
福
祉
へ
の
対

応
が
主
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
総
合
計
画
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

Ｑ
：
対
象
者
₂
₆
₃
₄
人
だ
が
、
給

付
を
受
け
ら
れ
な
い
子
育
て
世
帯

の
数
は
︒

Ａ
：
55
世
帯
98
人
。

Ｑ
：
特
別
給
付
金
に
加
え
て
、
子
育

て
し
て
い
な
い
、
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
町
民
に
対
し
、
自
治
体
独

自
の
施
策
は
︒

Ａ
：
各
課
長
が
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ

﹃
臨
時
特
別
給
付
金
﹄

　

議
会
は
一
刻
も
早
く
対
象
者
へ
の

支
給
を
お
こ
な
う
た
め
、
専
決
処
分

を
認
め
ま
し
た
。

主
な
質
疑
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常任委員会

早
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
】

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

【
予
算
審
査
常
任
委
員
会
】

請
願
１
件
を
不
採
択

【
産
業
文
教
常
任
委
員
会
】

岡
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
共
同
処

理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
岡
山
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
】

Ｑ
：
条
例
改
正
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
か
？

Ａ
：
町
独
自
施
策
と
し
て
、
18
歳
未
満

の
子
供
の
均
等
割
り
を
減
額
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、６
歳
未
満
の
子
供

に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
の
対
象
と

な
る
。

　
　

町
民
の
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
金
額

は
変
わ
ら
な
い
。

Ｑ
：
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
の
受
け
ら
れ
る
福
利
厚
生
は
、
何

が
あ
る
か
？

Ａ
：
以
下
の
５
点
が
福
利
厚
生
の
補
助

対
象
と
な
る
。

　
　

成
人
病
健
康
診
断
補
助
金

　
　

保
健
施
設
利
用
補
助
金

Ｑ
：
全
世
代
型
の
社
会
保
障
と
な
っ
て

い
る
が
︒

Ａ
：
全
世
代
型
の
社
会
保
障
と
は
国
の

政
策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
り
、
本
条

例
の
改
正
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

　
　

文
化
体
育
振
興
費

　
　

体
育
大
会

　
　

自
治
功
労
者
記
念
品

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
市
町
村
共

済
組
合
ま
た
は
公
立
学
校
共
済
組
合

に
移
行
。

議
案
審
議
の
主
な
も
の

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
7
4
0

万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
を
追
加

し
、
総
額
は
58
億
9
3
9
万
円
と
な
っ

た
。

　

主
な
も
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
費

5
2
4
2
万
円
な
ど
。

主
な
質
疑

Ｑ
：
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
︵
個
人
︶

お
よ
び
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

請
願
第
４
号　
﹃
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
米
の
需
要
改
善
と
米
価
下
落
の
対

策
を
求
め
る
意
見
書
﹄

金
の
件
数
は
︒

Ａ
：
個
人
は
9
7
0
件
、
企
業
版
は
４

社
（
エ
バ
ル
ス
、
山
陽
新
聞
、
ソ
ー
デ

ン
社
、他
）
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。

Ｑ
：
小
児
医
療
費
の
₉
₉
₀
万
円
の
補

正
の
内
容
は
︒

Ａ
：
当
初
の
見
込
み
額
に
対
し
て
子
供

の
数
が
増
え
、
利
用
件
数
が
増
加
し
た

た
め
。

Ｑ
：
消
防
費
の
今
後
の
見
通
し
は
︒

Ａ
：
消
防
事
務
委
託
料
と
し
て
基
準
財

政
需
要
額
の
₇8
％
を
倉
敷
市
に
支
払
っ

て
い
る
が
、
令
和
４
年
度
は
80
％
、
令

和
５
年
度
以
降
、
毎
年
１
％
ず
つ
引
き

上
げ
、
令
和
７
年
度
83
％
と
な
る
。

採
決
結
果

反
対
多
数
で
不
採
択
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ここが聞きたい ! 一般質問

舩越健一 議員

中
川
町
政
は
状
況

説
明
ば
か
り
で
進

展
が
な
い
が

問　

早
島
町
保
育
所
設

置
運
営
事
業
募
集
要
項

に
つ
い
て
、
健
康
福
祉

課
で
来
年
度
に
１
億

８
、0
0
0
万
円
の
予

算
編
成
が
出
て
い
る
が

そ
の
内
容
は
。

答　

健
康
福
祉
課
長　

保
育
所
の
整
備
に
係
る

問
増
加
す
る
子
育
て
世
代
の
対
策
は

答
保
育
園
の
新
設
を
考
え
て
い
る

つ
い
て
は
努
力
し
て
い

る
。
年
度
当
初
の
待
機

児
童
数
は
平
成
30
年
度

８
人
、
31
年
度
６
人
、

令
和
２
年
度
12
人
、
令

和
３
年
度
23
人
と
な
っ

て
い
る
。

問　

待
機
児
童
の
年
齢

構
成
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

健
康
福
祉
課
長　

０
、１
、２
歳
児
が
ほ
と

ん
ど
で
、
12
月
時
点
で

の
待
機
児
童
は
約
40

人
。

問　

０
、１
、２
歳
児
を

受
け
入
れ
る
小
規
模
保

育
園
の
検
討
は
さ
れ
た

の
か
。

答　

健
康
福
祉
課
長　

待
機
児
童
の
解
消
に
は

一
般
の
認
可
保
育
園
が

妥
当
で
あ
る
と
判
断
し

た
。放

課
後
子
ど
も
教

室問　

以
前
か
ら
劣
悪
な

環
境
で
放
課
後
を
過
ご

し
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
町
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。ま
た
、

議
会
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で

の
改
善
を
求
め
た
が
見

過
ご
さ
れ
て
い
る
。

答　

町
長　
（
状
況
説

明
に
終
始
、
明
確
な
答

弁
無
し
。）

小
学
校
と
中
学
校

の
学
業

問　

小
学
校
で
教
科
担

任
制
を
取
り
入
れ
て
い

る
が
、
成
果
は
上
が
っ

て
い
る
の
か
。

答　

教
育
長　

成
果
は

徐
々
に
上
が
っ
て
き
て

い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
先

生
に
教
え
て
も
ら
う
こ

と
は
良
い
こ
と
と
考
え

る
児
童
が
大
半
で
あ

る
。
ま
た
、
各
教
科
の

授
業
内
容
が
よ
く
わ
か

る
と
答
え
た
児
童
が
90

％
超
で
あ
る
。

問　

中
学
校
で
は
講
師

の
割
合
が
非
常
に
多
い

と
思
う
が
。

答　

教
育
長　

産
休
育

休
の
教
員
が
い
る
場

合
、
必
ず
講
師
が
入
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

全
県
的
に
も
講
師
の
配

置
が
多
く
な
っ
て
い

る
。

補
助
金
で
あ
る
。

問
今
後
新
し
く
募
集
す

る
園
に
対
し
て
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
援
助
を

す
る
の
か
。

答　

町
長　

基
本
は
何

も
し
な
い
。

問　

こ
の
条
件
で
は
公

募
は
な
い
と
思
う
が
、

な
い
場
合
は
ど
う
す
る

の
か
。

答　

町
長　

公
募
が
な

い
時
点
で
検
討
し
て
い

く
。待

機
児
童
政
策

問　

町
長
が
就
任
し
て

６
年
余
り
に
な
る
が
、

一
向
に
待
機
児
童
が
減

少
し
て
い
な
い
。
待
機

児
童
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

町
長　

待
機
児
童

解
消
に
は
至
っ
て
い
な

い
が
、
保
育
士
確
保
に

一
般

質
問
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ここが聞きたい ! 一般質問

根木　一 議員

答　

町
長　

屈
折
検
査

機
器
は
、
屈
折
異
常
や

斜
視
な
ど
の
両
目
の
異

常
を
発
見
す
る
視
覚
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
用
の
医

療
機
器
で
あ
る
。

　

県
内
で
は
３
分
の
１

近
く
の
自
治
体
が
導
入

し
て
い
る
。

　

国
の
母
子
保
健
強
化

対
策
事
業
を
活
用
し
、

来
年
度
か
ら
屈
折
検
査

機
器
を
導
入
し
、３
歳

児
検
診
で
実
施
し
た

い
。ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
は
、
慢
性
的
な
病
気

や
障
害
の
あ
る
親
の
介

護
、
ま
た
親
に
変
わ
り

家
事
、
幼
い
弟
妹
の
育

児
世
話
等
を
、
日
常
的

に
担
う
18
歳
未
満
の
子

供
を
指
し
、
世
話
に
忙

殺
さ
れ
、
学
業
や
健
康

面
、
友
人
関
係
面
に
影

響
が
出
る
お
そ
れ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
実
態
調
査

は
し
た
の
か
。

答　

町
長　

国
の
実
態

調
査
研
究
に
よ
る
と
、

本
町
で
は
１
学
級
に
１

人
か
ら
２
人
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
が
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

現
在
は
実
態
調
査
は

で
き
て
い
な
い
。

問　

当
事
者
や
関
係
者

の
相
談
、
支
援
窓
口
の

設
置
及
び
家
事
・
育
児

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
行

う
予
定
は
。

答　

町
長　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
介
護

保
険
部
門
が
担
当
し
、

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
て
い
き
、
子

ど
も
の
家
庭
環
境
を
変

え
て
い
く
支
援
を
考
え

る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

関
係
部
門
に
よ
る
支
援

と
地
域
に
お
け
る
支
援

体
制
の
構
築
や
連
携
を

強
化
し
、
認
知
度
を
向

上
さ
せ
社
会
全
体
で
支

え
る
体
制
の
構
築
に
務

め
た
い
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種

問　

３
回
目
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
申
込
方
法
を
聞

く
。

答　

町
長　

接
種
予
約

は
、
電
話
４
回
線
、
臨

時
窓
口
２
個
所
で
実
施

し
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種

問　

国
の
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
の
積
極
的
呼

び
か
け
で
、
接
種
対
象

者
に
個
別
通
知
等
を
し

て
は
ど
う
か
。

答　

町
長　

接
種
対
象

者
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
、
安
全
性
、

副
反
応
等
を
検
討
し
、

判
断
で
き
る
情
報
の
周

知
を
す
る
。

要
望　

積
極
勧
奨
が
な

か
っ
た
期
間
の
対
象
者

も
無
償
と
す
る
よ
う

に
。そ

の
他
の
質
問

○
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
つ
い
て
。

問 ３歳児検診で弱視の早期発見に屈折検査機器を
購入しては

答 来年度から屈折検査機器を導入し、３歳児検診
で実施したい

問　

人
が
見
え
る
た
め

に
不
可
欠
な
視
神
経
の

発
達
は
６
歳
児
ま
で
に

止
ま
る
。
こ
の
時
期
ま

で
に
目
の
屈
折
異
常
な

ど
を
把
握
で
き
れ
ば
、

治
療
や
訓
練
で
弱
視
に

な
る
の
を
防
ぐ
余
地
が

あ
り
、
そ
の
時
期
は
早

い
ほ
ど
良
い
と
さ
れ
て

い
る
。

　

３
歳
児
検
診
で
は
、

日
本
眼
科
医
会
も
整
備

を
求
め
て
い
る
。
弱
視

の
早
期
発
見
に
屈
折
検

査
機
器（
1
2
0
万
円
）

の
購
入
を
要
望
す
る
。

　

な
お
、
国
は
機
器
を

購
入
し
た
自
治
体
に
来

年
度
は
半
額
補
助
の
方

針
で
あ
る
。
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佐藤博文 議員

町
の
子
育
て
支
援

問　

城
山
学
級
で
使
用

し
て
い
る
手
狭
に
な
っ

た
児
童
館
の
新
設
は
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

町
長　

児
童
館
は

子
育
て
支
援
の
拠
点
と

捉
え
、
健
全
な
育
成
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
検
討
会
議
で
計
画

し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

問
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
の
た
め
の

保
育
園
新
設
は

答
多
く
の
事
業
者
に
周
知
し
新
保
育

園
の
公
募
を
行
っ
て
い
る

線
の
見
直
し
は
。

答　

町
長　

南
コ
ー
ス

は
低
調
な
利
用
状
況
な

の
で
、
運
行
エ
リ
ア
の

拡
大
、
利
用
の
多
い
時

間
帯
を
手
厚
く
運
行
す

る
な
ど
効
率
の
良
い
ダ

イ
ヤ
へ
の
見
直
し
、
利

用
促
進
を
図
り
た
い
。

問　

フ
リ
ー
乗
車
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

答　

町
長　

安
全
性
の

確
保
か
ら
フ
リ
ー
乗
車

は
難
し
い
と
判
断
し

た
。
フ
リ
ー
降
車
の
エ

リ
ア
拡
大
は
検
討
し

て
、
利
便
性
の
向
上
を

図
り
た
い
。

問　

自
動
運
転
等
を
取

り
入
れ
た
再
構
築
は
。

答　

ま
ち
づ
く
り
企
画

課
長　

A
I
を
取
り
入

れ
た
自
動
運
転
等
を
含

め
、
時
代
の
流
れ
に
取

り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、

先
進
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
運
行
に

努
め
る
。

農
振
地
域
の
圃
場

整
備
や
米
価
下
落

に
対
す
る
取
り
組

み問　

圃
場
整
備
や
護
岸

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答　

町
長　

農
業
者
自

ら
護
岸
工
事
を
行
う
際

は
、
資
材
だ
け
で
な
く

施
工
費
の
一
部
を
補
助

出
来
る
よ
う
に
取
り
組

む
。

問　

米
価
下
落
に
対
す

る
農
業
従
事
者
に
対
す

る
取
り
組
み
は
。　
　

答　

町
長　

方
法
を
考

え
、
何
ら
か
の
補
填
を

す
る
事
を
考
え
て
い

る
。

来
年
度
の
保
育
園

待
機
児
童

問　

保
育
士
の
確
保
は

問
題
な
い
の
か
。

答　

町
長　

保
育
士
の

人
材
確
保
や
離
職
防
止

を
図
る
た
め
の
助
成
金

や
採
用
支
度
金
を
交
付

し
て
、
保
育
所
運
営
に

も
配
慮
し
た
施
策
を
考

え
て
い
る
。

問　

喫
緊
の
課
題
で
あ

る
保
育
園
の
新
設
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

答　

町
長　

新
保
育
園

は
定
員
を
最
低
で
も
80

人
以
上
と
し
、
多
く
の

事
業
者
の
方
に
周
知
し

参
加
し
て
も
ら
う
た
め

に
公
募
を
行
っ
て
い

る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
」
の
再
構
築

問　

現
在
の
運
行
三
路

待機児童解消のための保育園新設は
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し
て
い
る
。
全
国
的
な

保
育
士
不
足
及
び
施
設

不
足
か
ら
本
町
に
お
い

て
も
待
機
児
童
が
発
生

し
て
い
る
。
待
機
児
童

解
消
に
は
、
早
急
な
保

育
士
確
保
、
保
育
の
受

け
皿
、
そ
し
て
施
設
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
。

問　

保
育
所
の
設
置
運

営
事
業
者
募
集
に
よ
り

待
機
児
童
対
策
を
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
保

育
所
の
場
所
、
広
さ
、

土
地
問
題
等
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

町
長　

事
業
者
の

方
に
広
く
提
案
を
募
っ

て
お
り
、
い
ろ
ん
な
質

問
を
受
け
な
が
ら
、
町

と
し
て
は
考
え
て
い
き

た
い
。
場
所
は
、
町
内

の
ど
こ
か
で
と
い
う
こ

と
の
中
で
お
願
い
し
て

い
る
。

問　

既
設
の
保
育
園
内

の
各
部
屋
を
整
備
・
増

設
、
新
設
さ
れ
る
J
R

早
島
駅
、
企
業
の
会
議

室
、
空
き
家
等
の
活
用

に
つ
い
て
の
調
査
検
討

は
実
施
し
た
の
か
。

答　

町
長　

認
可
保
育

園
と
い
う
こ
と
の
整
備

を
考
え
て
い
る
わ
け

で
、
町
の
施
設
で
代
替

え
す
る
よ
う
な
も
の
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
公
募
に
踏
み
切
っ

た
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
経
路
変
更

問　

日
笠
山
団
地
の
約

1
3
0
戸
の
住
民
が
主

に
利
用
し
て
い
る
バ
ス

停
留
所
が
、
わ
か
み
や

保
育
園
横
の
団
地
入
口

部
に
あ
る
。
団
地
内
の

急
傾
斜
道
路
は
高
齢
者

の
移
動
に
大
き
な
支
障

を
与
え
て
い
る
。
バ
ス

停
留
所
を
団
地
の
奥
に

増
設
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

答　

町
長　

日
笠
山
団

地
は
高
齢
化
率
の
速

さ
、
急
勾
配
道
路
等
か

ら
移
動
手
段
確
保
が
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
が
、
関
係
法
令
上
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

車
両
幅
で
は
通
行
で
き

な
い
道
路
幅
員
の
区
間

が
あ
り
、
現
在
通
行
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

答　

ま
ち
づ
く
り
企
画

課
長　

現
在
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
乗
り
入
れ

可
能
な
道
路
改
修
方

法
、
現
道
の
ま
ま
で
乗

り
入
れ
が
許
容
さ
れ
る

車
種
・
乗
車
人
数
及
び

そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

問 人口増加に対し実態が追いついていない
待機児童対策は

答 認可保育園を公募している

問　

人
口
増
加
に
対
し

て
各
種
施
策
が
実
態
に

追
い
つ
い
て
い
な
い
状

況
に
あ
る
。
現
在
早
島

町
の
待
機
児
童
数
は
、

60
人
と
か
80
人
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

子
供
を
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
の

実
現
に
は
、
保
育
の
受

け
皿
の
整
備
、
保
育
施

設
の
新
設
・
整
備
等
の

ハ
ー
ド
面
を
改
善
し
、

保
育
士
の
待
遇
改
善
や

人
材
確
保
等
の
ソ
フ
ト

面
の
充
実
が
重
要
で
あ

る
が
、お
考
え
を
伺
う
。

答　

町
長　

待
機
児
童

対
策
は
、
本
町
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
認
識

林　郁夫 議員

急峻な坂が続く日笠山団地バス停付近
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人
口
増
に
対
応
し

た
保
育
園
、
学
校
、

城
山
学
級
の
対
策

問　

第
５
次
総
合
計
画

（
以
下
計
画
）
の
重
点

課
題
の
人
口
増
に
ど
う

問
題
意
識
を
持
つ
か
。

答　

町
長　

転
入
加
速

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
追

い
つ
か
な
く
な
る
。
課

題
解
決
に
取
り
組
む
。

問　

保
育
園
の
待
機
児

問
保
育
園
の
入
所
待
ち
80
人

用
地
確
保
で
早
急
に
解
消
を

答
考
え
な
が
ら
計
画
を
す
す
め
る

問　

危
機
意
識
を
し
っ

か
り
と
持
つ
べ
き
だ
。

　
（
そ
の
他
、
学
校
の

教
室
不
足
、
城
山
学
級

の
過
密
の
問
題
、
良
好

な
住
環
境
の
確
保
に
つ

い
て
質
問
）

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
で

き
な
い
幼
稚
園
や
保
育

園
等
で
職
員
の
定
期
的

な
検
査
の
実
施
を
。

答　

町
長　

簡
易
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
園
に
配

布
し
必
要
に
応
じ
使
用

す
る
。

コ
ロ
ナ
影
響
下
で

の
米
価
下
落
対
策

問　

今
年
は
銘
柄
と
も

３
割
近
い
値
下
げ
幅
。

【
別
表
】
の
と
お
り
過

去
最
大
の
暴
落
だ
。

　

農
業
者
か
ら
「
夏
の

長
雨
、
秋
の
高
温
で
米

の
等
級
が
下
が
っ
た
。

農
業
機
械
の
軽
油
代
は

高
騰
し
２
割
高
。
肥
料

も
１
割
値
上
り
。
そ
し

て
コ
メ
の
大
暴
落
だ
」

「
稲
刈
り
し
て
も
赤
字

が
出
る
だ
け
」と
聞
く
。

　

ぜ
ひ
米
価
下
落
対
策

の
具
体
化
を
。

　

併
せ
て
転
作
作
目
の

研
究
や
、
国
県
の
補
助

制
度
の
情
報
提
供
を
。

答　

町
長　

支
援
策
は

必
ず
行
う
。

答　

建
設
農
林
課
長　

町
農
業
再
生
協
議
会
で

意
見
を
聞
き
、
取
り
組

む
。バ

ス
通
学
の
継
続

問　

西
部
・
北
部
地
域

の
小
学
生
の
バ
ス
通
学

取
り
や
め
の
方
針
に
対

し
、
近
年
の
交
通
環
境

の
悪
化
、
猛
暑
、
不
審

者
へ
の
懸
念
等
を
理
由

に
バ
ス
通
学
の
継
続
要

望
が
相
次
い
で
い
る
。

答　

教
育
長　

希
望
利

用
す
る
方
の
希
望
を
ふ

ま
え
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

高
齢
者
の
難
聴
へ
補

聴
器
購
入
補
助
の
実
施

を

童
問
題
は
計
画
で
も
喫

緊
の
課
題
と
し
て
い

る
。
入
所
待
ち
は
計
80

人
（
11
月
）
に
上
る
。

　

町
は
保
育
所
誘
致
を

行
っ
て
い
る
が
、
本
町

は
土
地
利
用
度
が
非
常

に
高
い
町
。
用
地
の
確

保
で
進
捗
速
度
が
向
上

す
る
。
仮
に
園
が
撤
退

し
た
場
合
に
も
保
育
用

地
と
し
て
継
続
利
用
が

で
き
る
。

答　

町
長　

そ
れ
も
考

え
進
め
る
が
、
今
は
公

募
の
中
で
や
り
た
い
。

問　

保
育
園
新
設
は
非

常
に
時
間
が
か
か
る
。

町
が
臨
時
に
町
施
設
等

の
一
部
を
活
用
し
小
規

模
保
育
事
業
所
を
直
営

で
開
設
し
て
は
。

　

一
刻
も
早
く
待
機
児

の
受
け
入
れ
体
制
を
。

答　

健
康
福
祉
課
長　

想
定
し
て
な
い
。

【別表】米概算金価格表　（JA晴れの国岡山）　（単位：円／60kg）

真鍋和崇 議員

作柄/金額 2019年 2020年 2021年

アケボノ（１等） 12,500 11,300 8,220

アケボノ（２等） 11,200 11,000 7,920

朝日（2等） 11,900 11,700 8,700

ヒノヒカリ（2等） 13,100 12,960 9,000
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ン
、
以
下
D
X
）
の
肝

と
な
る
は
、
災
害
時
に

お
け
る
関
係
各
省
庁
の

連
携
及
び
国
・
県
・
市

町
村
の
情
報
共
有
だ
と

思
う
が
、
本
町
の
防
災

に
お
け
る
D
X
推
進
状

況
は
。

答　

町
長　

現
在
は
、

調
査
研
究
の
段
階
で
今

後
、
勉
強
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

答　

副
町
長　

L
ア
ラ

ー
ト
や
J
ア
ラ
l
ト
を

確
実
に
届
く
よ
う
に
整

備
す
る
こ
と
は
勿
論
、

L
I
N
E
を
活
用
し
て

各
地
域
の
情
報
を
吸
い

上
げ
、
そ
れ
を
災
害
対

応
に
生
か
す
よ
う
な
仕

組
み
等
も
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
見

直
し
や
そ
の
時
期
は
。

答　

町
長　

サ
ポ
ー
ト

終
了
の
見
込
み
で
、
更

新
を
予
定
し
て
い
る
。

答　

ま
ち
づ
く
り
企
画

課
長　

現
在
の
C
M
S

を
用
い
た
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
第
4
世
代
と
な

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
普

及
に
よ
る
環
境
の
変
化

へ
対
応
す
べ
く
、
次
期

第
5
世
代
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
更
新
に
あ
た
っ

て
は
、
利
用
者
か
ら
の

意
見
を
反
映
し
た
改
善

に
取
り
組
み
た
い
。

問　

C
M
S
は
、
専
門

知
識
な
し
で
も
サ
イ
ト

の
更
新
、追
加
が
可
能
。

こ
う
し
た
機
能
の
お
陰

で
、
更
新
、
追
加
の
作

業
が
分
業
化
も
で
き
る

の
だ
が
、
十
分
に
機
能

し
て
な
い
よ
う
だ
。

答　

ま
ち
づ
く
り
企
画

課
長　

こ
の
度
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
職

員
み
ん
な
で
早
島
町
の

情
報
を
提
供
す
る
体
制

を
構
築
し
て
い
く
つ
も

り
。
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作

成
や
管
理
な
ど
の
運
営

体
制
に
つ
い
て
も
、
更

新
に
併
せ
て
見
直
し
を

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

　

消
防
団
の
機
能
的
な

災
害
通
信
シ
ス
テ
ム
の

検
討
及
び
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
消
防
活
動
。

問 『防災におけるDX』への取り組みは

答 今後、調査研究をしながら、新たな仕組みや
デジタルトランスフォーメーションに取り組む

問　

町
総
合
防
災
訓
練

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

参
加
者
の
安
全
面
を
第

一
に
と
い
う
こ
と
で
、

昨
年
は
中
止
。
本
年
は

3
月
に
実
施
予
定
だ
と

聞
い
た
が
、
今
回
の
防

災
訓
練
は
、
何
に
重
点

を
置
き
、
ど
の
よ
う
な

内
容
の
予
定
な
の
か
。

答　

町
長　

南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す
る
大
規

模
地
震
が
発
生
し
、
震

度
6
弱
の
激
し
い
揺
れ

を
観
測
し
た
と
の
想
定

で
訓
練
を
3
月
13
日
に

実
施
す
る
予
定
。

問　

防
災
に
お
け
る

D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
︱
シ
ョ

自治体DX（デシ・タルトランスフォーメーション）は防災分野でも本格始動!

L-ALERT（Lアラート）：中央官庁や地方公共団体他、災害関連情報の発信者と各種メディア問の情報共有するシステム基盤。
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策

問　

冬
場
に
向
け
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流

行
の
第
６
波
が
懸
念
さ

れ
お
り
、
今
後
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

町
長　

町
と
し
て

県
内
の
感
染
状
況
や
県

の
対
策
本
部
の
方
針
を

踏
ま
え
、
今
後
も
県
と

問
第
５
次
総
合
計
画
の
目
玉
は

答
都
市
基
盤
の
整
備
と
各
種
制
度
の

展
開

有
し
て
お
り
、
あ
る
程

度
の
期
間
は
対
応
で
き

る
状
態
に
あ
る
。

答　

健
康
福
祉
課
長

次
亜
塩
素
酸
電
解
水
は

月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で

常
時
玄
関
前
に
設
置
し

て
い
る
。
土
日
、
祝
日

は
役
場
の
宿
直
窓
口
で

い
つ
で
も
取
り
に
来
れ

る
よ
う
な
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

第
５
次
総
合
計
画

問　

町
長
が
こ
の
６
年

間
早
島
丸
の
か
じ
取
り

を
行
っ
て
き
た
が
、
特

に
町
と
し
て
の
課
題
は

何
か
。
ま
た
、
第
５
次

総
合
計
画
は
何
を
目
玉

に
し
て
い
く
の
か
、
優

先
す
べ
き
施
策
は
何

か
。

答　

町
長　

転
入
人
口

の
継
続
的
な
増
加
は
、

本
町
の
住
環
境
が
外
部

の
視
点
で
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
が
、
一
方
で
環
境
整

備
が
今
一
番
大
き
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

第
５
次
総
合
計
画
で
は

現
行
計
画
を
継
承
し
、

都
市
基
盤
の
整
備
と
各

種
制
度
の
展
開
を
進
め

つ
つ
、
新
し
い
町
の
枠

組
み
を
検
討
、
掲
示
し

て
い
く
。

　

そ
の
中
心
と
な
る
施

策
は
、J
R
早
島
駅
の

拠
点
化
、
都
市
計
画
道

路
駅
前
バ
イ
パ
ス
線
の

計
画
変
更
手
続
き
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
定
住
空
間
の
創
出

に
向
け
て
早
島
町
都
市

構
造
再
編
計
画
を
11
月

に
策
定
し
た
。

問　

目
玉
政
策
を
実
行

す
る
に
は
当
然
予
算
が

伴
い
、
町
長
の
手
腕
も

試
さ
れ
る
。
自
ら
が
危

機
管
理
意
識
を
持
ち
、

各
課
に
お
け
る
重
複
業

務
、
縦
割
り
行
政
の
弊

害
を
精
査
し
、
行
財
政

改
革
を
断
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答　

町
長　

早
島
に
住

ん
で
い
て
よ
か
っ
た
豊

か
さ
が
実
感
で
き
る
よ

う
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
の
事
業
に
は
な
る

が
、
取
捨
選
択
し
皆
様

が
望
ん
で
い
る
政
策
を

実
行
し
て
い
き
た
い
。

足
並
み
を
そ
ろ
え
、
感

染
防
止
対
策
を
行
う
。

町
内
で
さ
ら
な
る
感
染

対
策
が
必
要
と
判
断
し

た
と
き
は
、
県
の
対
策

以
上
の
措
置
を
講
じ
て

感
染
防
止
を
行
っ
て
い

く
。マ

ス
ク
、
消
毒
液

の
ス
ト
ッ
ク

問　

マ
ス
ク
の
ス
ト
ッ

ク
状
況
な
ら
び
に
庁
舎

内
に
常
設
し
て
い
る
次

亜
塩
素
酸
電
解
水
の
利

用
状
況
を
伺
う
。

答　

町
長　

消
毒
液
は

利
用
状
況
に
応
じ
て
随

時
購
入
し
て
い
る
。
ま

た
現
在
保
有
し
て
い
る

マ
ス
ク
は
２
万
５
千

枚
、
消
毒
液
は
１
ℓ
ボ

ト
ル
で
80
本
、
そ
れ
以

外
に
災
害
時
用
の
備
蓄

で
マ
ス
ク
が
５
千
枚
、

消
毒
液
５
百
㎖
24
本
保

古田敬司 議員
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41
条
に
よ
り
、
10
年
限

で
瑕
疵
補
修
請
求
可
と

判
明
。
③
町
長
名
で
業

者
に
改
造
請
求
。
④
設

計
不
良
に
関
し
て
は
分

か
ら
な
い
。
水
平
展
開

（
再
発
防
止
策
）
と
し

て
は
、
整
備
計
画
室
を

設
置
し
た
。

問　

こ
の
よ
う
な
工
事

の
瑕
疵
は
、
電
気
火
災

の
要
因
と
な
る
が
（
沖

縄
の
首
里
城
の
火
災

例
）。

答　

町
長　

そ
れ
ぞ
れ

部
署
に
専
門
家
は
い
な

い
が
、
整
備
計
画
室
に

在
籍
す
る
技
師
で
対
応

す
る
。

予
定
価
格

問　

過
去
の
一
般
質
問

に
お
け
る
答
弁
に
つ
い

て
（
県
標
準
に
準
拠
：

岡
山
県
公
共
工
事
の
予

定
価
格
の
算
定
に
使
用

す
る
資
材
単
価
、
①
県

公
共
工
事
建
設
資
材
等

単
価
決
定
要
領
。
②
同

①
の
運
用
に
基
づ
い
て

決
定
）

答　

町
長　

県
公
共
事

業
建
設
資
材
等
単
価
決

定
要
領
等
に
基
づ
い
て

予
定
価
格
を
算
出
し
て

い
る
。

問　

ど
こ
の
課
で
も
同

じ
要
領
で
実
施
か
。

答　

総
務
課
長　

総
務

課
で
は
チ
ェ
ッ
ク
で
き

て
い
な
い
。

問　

予
定
価
格
の
公
表

に
つ
い
て
問
う
。

答　

総
務
課
長　

落
札

者
が
決
定
後
、
予
定
価

格
を
公
表
し
て
お
り
、

事
前
公
表
に
相
当
す
る

も
の
は
し
て
い
な
い
。

防
災
無
線

問　

輻
輳
に
つ
い
て

は
、
い
か
な
る
時
に
も

発
生
は
皆
無
か
。（
①

導
入
前
の
2
0
1
7
年

11
月
の
副
町
長
（
当

時
）
の
発
言
を
引
用
。

（
ア
）
専
用
波
に
決
定

し
た
決
め
手
は「
輻
輳
」

が
な
い
と
判
断
。）
②

も
し
輻
輳
が
あ
る
と
し

た
ら
、
そ
の
元
副
町
長

の
責
任
は
ど
う
す
る
の

か
。（
ア
）
具
体
的
な

答
弁
を
求
め
る
、
責
任

の
有
無
と
共
に
。）

答　

町
長　

専
用
波
で

の
輻
輳
が
な
い
こ
と

は
、
①
検
討
委
員
会
②

防
災
会
議
で
決
定
し
、

議
会
で
の
議
決
の
流
れ

で
決
定
し
た
。

問　

最
善
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
胸
を
は
れ
る

か
。

答　

町
長　

比
較
検
討

し
た
上
で
専
用
波
を
採

用
し
た
。

問 瑕疵担保責任の事例及び再発防止策は

答 町民による指摘が端緒で１件実行、再発防止策
は整備計画室が担当

瑕
疵
担
保
責
任
の

実
行

問　

直
近
の
発
動
例

（
①
発
動
経
緯
と
工
事

件
名
、
②
根
拠
法
及
び

契
約
等
に
つ
い
て
、
③

業
者
と
の
折
衝
記
録

④
設
計
不
良
か
工
事
不

良
、
又
は
そ
の
他
再
発

防
止
策
と
内
外
へ
の
水

平
展
開
に
つ
い
て
問

う
。

答　

町
長　

平
成
28
年

町
民
に
よ
る
情
報
開
示

請
求
に
係
る
現
地
見
学

で
の
指
摘
が
端
緒
。
②

顧
問
弁
護
士
に
相
談
の

結
果
、
工
事
請
負
契
約

佐藤辰美 議員
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問　

2
0
2
0
年
に
生

ま
れ
た
子
供
の
数
は
過

去
最
少
の
84
万
8
3
2

人
で
、
前
年
か
ら
２
・

８
％
の
減
少
、
婚
姻
件

数
は
12
％
減
の
52
万

5
4
9
0
件
と
な
り
、

戦
後
最
少
を
更
新
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済

不
安
や
出
会
い
の
機
会

の
減
少
な
ど
で
、
若
い

世
代
が
結
婚
に
踏
み
切

り
に
く
く
な
っ
て
い

問
早
島
版
ネ
ウ
ボ
ラ
を
導
入
し
、子
育

て
支
援
の
強
化
を

答
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

含
む
総
合
支
援
拠
点
を
つ
く
る

る
。

問　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

は
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
い

う
子
育
て
支
援
制
度
、

施
設
が
あ
る
。
母
子
の

健
康
の
み
な
ら
ず
、
家

族
全
体
の
サ
ポ
ー
ト
を

目
的
と
し
、
一
家
族
を

同
じ
保
健
師
が
継
続
的

に
担
当
す
る
こ
と
で
、

対
象
の
家
族
全
体
を
把

握
で
き
る
。
切
れ
目
の

な
い
対
話
に
よ
っ
て
、

産
後
う
つ
、育
児
放
棄
、

虐
待
や
家
庭
環
境
全
般

に
目
が
届
き
や
す
い
。

養
育
者
が
孤
独
に
な
る

こ
と
な
く
、
健
全
な
子

育
て
が
で
き
、
子
ど
も

の
健
全
な
発
達
に
も
寄

与
で
き
る
。

　

早
島
版
ネ
ウ
ボ
ラ
と

言
え
る
独
自
の
取
り
組

み
を
導
入
し
て
い
る

か
。

答　

健
康
福
祉
課
長　

「
子
育
て
支
援
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
は
ネ
ウ

ボ
ラ
が
原
型
に
な
っ
て

い
る
が
、
本
町
で
は
来

年
度
、
子
ど
も
と
そ
の

家
庭
や
妊
産
婦
等
を
対

象
に
、
子
ど
も
家
庭
支

援
全
般
に
係
る
業
務
、

要
保
護
児
童
や
特
定
妊

婦
へ
の
支
援
、
児
童
相

談
所
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
連
携
を
行
う
た

め
、
社
会
福
祉
士
等
を

設
置
し
、
新
た
に
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

を
立
ち
上
げ
、
専
門
的

に
支
援
し
て
い
く
。

　

今
後
、「
子
育
て
世

る
。

　

少
子
化
対
策
に
特
効

薬
は
な
い
が
、
子
育
て

世
代
が
不
安
な
く
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

社
会
を
目
指
し
、
家
族

ケ
ア
が
過
度
な
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
な
仕
組

み
を
工
夫
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
も
自
治
体
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。

　

妊
娠
、
出
産
、
産
後

ケ
ア
、
子
育
て
に
対
す

る
切
れ
目
な
い
支
援
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る

か
。

答　

町
長　

平
成
29
年

４
月
に
は
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
の
総
合

相
談
、支
援
を
担
う「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
近
隣
に
先

駆
け
て
設
置
し
、
サ
ポ

ー
ト
体
制
を
と
っ
て
い

細田貴道 議員
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ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
「
相

談
・
ア
ド
バ
イ
ス
の
場

所
」
を
意
味
す
る
言
葉
。

妊
娠
中
か
ら
就
学
前
ま

で
、
子
ど
も
が
い
る
家

庭
を
、
窓
口
を
一
本
化

し
支
援
す
る
制
度
と
し

て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

は
１
９
２
０
年
に
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ

ウ
ボ
ラ
は
、
妊
娠
中
か

ら
就
学
前
ま
で
基
本
的

に
同
じ
保
健
師
が
母
子

の
相
談
を
受
け
、
妊
娠

代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

答　

町
長　

保
健
セ
ン

タ
ー
を
使
う
な
り
し

て
、
子
育
て
、
子
ど
も

相
談
も
一
括
し
て
で
き

る
総
合
拠
点
を
作
る
こ

と
で
、
よ
り
一
層
、
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

期
・
出
産
期
に
は
病
院

と
連
携
し
な
が
ら
、
産

後
も
ず
っ
と
切
れ
目
の

な
い
対
話
に
よ
る
理
想

的
な
支
援
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ネ
ウ
ボ
ラ
の
運
営
主

体
は
市
町
村
で
、
利
用

は
誰
で
も
無
料
。
所
得

に
関
係
な
く
母
親
全
員
・

全
家
庭
を
対
象
と
し
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

最
近
で
は
、
わ
が
国

で
も
ネ
ウ
ボ
ラ
に
取
り

組
む
自
治
体
が
少
し
ず

つ
増
え
て
い
ま
す
。

 「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
と
は
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トピックス

　

令
和
４
年
１
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
矢
尾
公
民
館
に
て
、
令

和
３
年
度
、
第
一
回
議
会
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
議

会
活
動
の
報
告
を
行
い
、
参
加
者
の
皆
様
よ
り
議
会
活
動
や
町
政
等
に

関
す
る
多
く
の
ご
質
問
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。２

月
上
旬
に
、
新
た
に
２
か
所
で
議
会
報
告
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
し
た
が
、
岡
山
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
「
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
」
が
適
用
さ
れ
た
た
め
、
や
む
を
得
ず
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令和3年度 議会報告会 開催

幼稚園児が議場を見学
　１月13日、早島幼稚園の年長クラス56名が町議会の議場を見学しました。
　議場の中では町長や議員が使用する座席に座り、いろいろな質問を投げかけ、その質問に対して議長、
副議長が回答しました。
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編
集
後
記

　

昨
年
の
成
人
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
に
よ
り
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
っ
た
。
人
生
の
節
目
と
な
る
成
人
式

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
新
成
人

に
と
っ
て
も
大
変
寂
し
い
こ
と
で
あ
っ

た
と
推
察
す
る
。

　

今
年
、
コ
ロ
ナ
感
染
数
減
少
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
ど
う
に
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
、
新
成
人
の
は
つ
ら
つ
と

し
た
笑
顔
は
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
コ
ロ

ナ
禍
の
空
気
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
今
日
の
形
態
の
成
人

式
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
敗
戦
間
も
な

い
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）
に
埼
玉

県
北
足
立
郡
蕨
町
（
現
：
蕨
市
）
で
実

施
さ
れ
た
「
青
年
祭
」
が
ル
ー
ツ
と
さ

れ
て
い
る
。
敗
戦
に
よ
り
虚
脱
の
状
態

に
あ
っ
た
当
時
、
次
代
を
担
う
青
年
た

ち
に
明
る
い
希
望
を
持
た
せ
励
ま
す
た

め
、
当
時
の
青
年
団
長
（
の
ち
蕨
市
長
）

が
主
唱
者
と
な
り
「
青
年
祭
」
を
企
画
。

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
小
学
校
の

校
庭
に
テ
ン
ト
を
張
り
「
成
年
式
」
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
「
成
年
式
」
が
全
国

に
広
ま
り
現
在
の「
成
人
式
」と
な
っ
た
。

蕨
市
で
は
現
在
で
も
「
成
年
式
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

感
染
症
の
ま
ん
延
な
ど
、
厳
し
い
時

代
で
は
あ
る
が
、
新
成
人
の
皆
様
に
は
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
持
ち

前
の
若
さ
と
パ
ワ
ー
で
、
夢
に
向
か
っ

て
は
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り

で
あ
る
。 

議
会
広
報
担
当
一
同

発
行
　

早
島
町
議
会
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編
集
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

令和３年度
成人式が行われました


